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「御礼」
　第24代天台仏教青年連盟代
表任期満了にあたり一言ご挨拶申
し上げます。私が連盟に関わらせ
ていただくようになって8年が経ち
ました。この間には東日本大震災
をはじめ様々 な自然災害が発災い
たしました。代表就任以前より「教
区の垣根を越えた全国レベルでの
会員同士の繋がり」に強い意味を
持っておりました。まさにこの災害
に対しての活動がその最たるもの
で、遠方地区からも多くの会員が

被災地で活動を行いました。また、天台宗防災士協議会など宗内
外郭団体とも協働することでより効率的かつ安全に活動をすること
が可能となりました。さらには釈迦堂駐在布教、全国結集、全日本
仏教青年会活動など事業が円成出来ましたのも多くの繋がりの上
に成り立ったものと感じております。この事業円成は一宗諸大徳各
位のご理解ご支援はもとより、全国の仏青会員全員のご協力の賜
物であり、厚く御礼申し上げます。最後に仏青連盟の更なる飛躍と
被災地の早期復興をご祈念申し上げ、退任のご挨拶とさせていた
だきます。
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「ごあいさつ」
　この度、第25代天台仏教青年連盟代表に就任致しました、東海教
区聖徳寺住職松村宗宣（まつむらそうせん）と申します。
　在任中は大法会事業を軸として活動して参りますが、来たる令和2年
には仏青連盟創立50周年という大きな節目を迎えます。今日まで諸大
徳各位が築き上げられた歴史の重みを肌で感じつつ、青年僧らしく失
敗を恐れず前を向いて取り組んで参る所存でございます。
　私たちを取り巻く環境は少なからず変化し、青年会の果たす役割は
大きくなってきていると感じております。自身の信念に基づき僧侶として何
ができるのか、何を伝えていかなければならないのか、仏青会員と共に
考え、「令和」という新たなる年に縁と繫がりを礎とし、仏青連盟の灯が
100年先まで灯し続けていけますよう、護持発展に精進して参ります。
　今後とも、前任者同様、倍旧のご指導ご鞭撻を賜りますよう衷心より
お願いを申し上げ、就任のご挨拶と致します。
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